




　昭和 45 年から 50 年 9 月までに慶応大学病院産科において分娩した 6786 例

について先天奇形の頻度を調べ,それと黄体ホルモン剤使用との関連性を迫究

した。

　6786 例中先天奇形児は 191 例(2.8%)で,その中重症,すなわち致命的或は不

治,或は大手術を要する奇形が 34 例(0.5%)で,軽症が 135 例(1.99%)であった。


